・運営協議会の事業報告（現状と課題）

１、運営協議会の目的と内容

自立支援協議会事務局と各部会リーダーが集まり、協議会全体の動向の把握、地域ニーズの集約を行う。その上で、自立支援協議会の方向性を検討し、全体会での協議内容等を提出する。（自立支援協議会の中心的役割）
２、ニーズ調査から分かった地域課題の整理と対応について

　相談支援連絡会や個別支援会議等から上がってきた地域課題として多かったものは

①将来の不安（高校、特別支援学校高等部卒業後の進路から親亡き後まで）

②保護者の体調不良など、いざという緊急時の対応

③障がい福祉に関することについて相談する場所（ひと）が分からない

④市内に利用できる事業所（特に障がい児タイムケア）が少ない（ない）。

の以上４点であった。これらの問題はすぐに解決するものではなく、長期的な視点で解決に向けて考えていかなければならないが、運営協議会としてこれらの不安軽減について検討し、企画・実行した取り組みを紹介する。

（１）権利擁護（日常生活自立支援事業・成年後見制度）についての研修会開催

　親亡き後の不安の一つに、本人の権利をどう守るかという点もあると考え、権利擁護についての研修会を企画し、豊田市社会福祉協議会職員に講師を依頼。保護者や関係機関などから約３０名の参加があり、好評を得た。

（２）特別支援学校高等部相談事業を事業化
　特別支援学校に通う生徒と保護者に対し障がいの特性を踏まえた助言等の相談支援を行うとともに、生徒が学校を卒業した後の生活の参考とするための機会を市の事業として事業化。具体的には市内事業所の見学同行、体験利用の仲介、相談面接を行う（詳細別紙）。
（３）緊急時サポートブックの作成

　みよし市に住む障がい者（児）にとって、共通のサポートブックを作成することで、本人の特徴やいざという時の連絡先を関係者に知ってもらい、緊急時の対応策の一つとする（詳細別紙）。今後は障がい福祉関係機関だけでなく、いろいろな機関に知っていただくようPRが必要。

（４）民生委員との連携

　地域の相談役である民生委員に相談支援事業所の役割や機能を知っていただくため、協議会事務局と相談員が民生委員の会議に毎回参加（詳細は相談支援連絡会の報告で）。

以上の４つの取り組みを、平成２２年度前半で行ってきた。

３、みよし市障がい者自立支援協議会主催イベント（シンポジウム）について
· 目的はみよし市障がい者自立支援協議会の周知。
· テーマはその時のみよし市の課題等に合わせて、今後検討。
· 時間は約２．５時間（休憩込み）。
現時点での決定事項

	日時
	平成２３年２月２６日（土） １３時３０分開始（予定）

	会場
	みよし市文化センターサンアート レセプションホール

	内容
	未定（タイトルは「だれもが暮らしやすい福祉のまちを目指して２」）

	出演者
	みよし市障がい者自立支援協議会構成員から選抜


４、運営協議会の現状と課題
（１）現状

· 相談支援連絡会や個別支援会議等から課題があがってくることで地域課題が明確になりつつあり、それに向けた検討・協議が行えている。
· 運営協議会構成員は各部会にも参加しているので、部会の動きはもちろん、自立支援協議会全体の動向も把握できている。
（２）課題

· 上がってきた地域課題の整理、優先順位を付け解決に向けて動くという方法について、どのような方法がよいのか決まっていない。

→学識経験者や専門家に助言をいただくことを検討中。

· 上がってきた地域課題について、今の会議体では対応しきれていない問題がある。

→市内に事業所が少ない（ない）などの課題については、まだ検討に及んでいない。今後、今の協議会上の会議体で検討しにくい課題については、どこで検討していくのか、運営協議会とするなら回数を増やす、もしくは会議体を別に創設して検討していくなど、どのように対応していくか検討が必要。
· 現在の仕組み（サービス利用者や個別支援会議から市内ニーズや地域課題を拾っていく）では、精神障がい者のニーズや課題を拾いにくい。
→精神障がい者のニーズや地域課題をどのように拾っていくか、検討が必要。

○議題一覧
	月
	議題
	内容など

	４月
	（1） 平成２１年度第２回全体会の反省
	平成２１年度の全体会で出された自立支援協議会の方向性を確認し、共通認識を持つ。

	
	（2） 平成２２年度の協議会の方向性


	

	
	（３）４月の各部会について
	個別支援会議の開催基準について検討。

	５月
	（1） 運営協議会での協議事項について


	上がってきた地域課題についての共有と不安解消に向けた事業を検討。

	
	（2） ５月の就労支援部会準備会について


	西三河北部障がい者就業・生活支援センターとの連携を検討

	
	（3） ５月の相談支援連絡会について
	相談支援事業のPRについての方法。

	
	（4） 平成２２年度シンポジウムについて


	今年度のシンポジウムはどのような内容で行うか検討。

	６月
	（1） 運営協議会での協議事項について


	上がってきた地域課題の共有。

特別支援学校高等部相談事業の進め方についての内容を検討。

	
	（2） ６月の就労支援部会準備会について


	障がい者就労支援員養成事業について。

障がい者身だしなみ講座について。

	
	（3） ６月の相談支援連絡会について


	相談支援事業のPRについて、民生委員との連携を検討。

	
	（４）平成２２年度シンポジウムについて
	テーマや対象者について検討。

	７月
	（１）運営協議会での協議事項について
	特別支援学校高等部相談事業の報告。
権利擁護研修について検討。

	
	（２）７月の就労支援部会準備会について


	障がい者就労支援員養成事業の報告。

障がい者身だしなみ講座について報告。

県職業センターの職業評価研修の検討。

	
	（３）７月の相談支援連絡会について
	今後の意向調査の進め方を検討。

	８月
	（１）運営協議会での協議事項について
	地域課題の対応策について検討。

	
	（２）８月の就労支援部会準備会について
	障がい者就労支援フローについて確認。

	
	（３）８月の相談支援連絡会について
	緊急時サポートブックの内容確認。

	
	（４）精神障がい者の相談支援について
	精神障がい者の相談支援の現状の報告。

	９月
	（１）第1回全体会について
	全体会の内容について検討。

	
	（２）９月の就労支援部会準備会について
	準備会の今後の進め方について検討。

	
	（３）９月の相談支援連絡会について
	民生委員との連携について検討。

	１０月
	（１）第1回全体会について
	全体会の内容等を検討。

	
	（２）１０月の就労支援部会準備会について
	準備会の今後の進め方について検討。

	
	（３）１０月の相談支援連絡会について
	民生委員との連携について検討。


（別紙）

みよし市　特別支援学校高等部生徒相談事業（概要）

１、「市内就労系福祉事業所見学ツアー」
・目　的　　市内の就労系事業所を見学してもらうことで、各事業所の活動内容や雰囲気を知り、卒業後の参考とする。

・内　容　　半～１日かけて、市内の就労系事業所（サンタ村、しおみの丘、わらび福祉園）の見学ツアーを実施。市内相談支援事業所の相談支援担当が同行。

・実施時期　５月～６月

・参加者　　１年生生徒の保護者

・費　用　　無料

・申し込み　福祉課障害係　４月中

２、「市内就労系福祉事業所体験利用」

・目　的　　市内の就労系事業所を体験利用してもらうことで、各事業所の活動内容や雰囲気を知り、卒業後の参考とする。

・内　容　　市内の就労系事業所を（日中一時支援事業や地域活動支援センター事業として）利用してもらう。各事業所３日程度利用。

・実施時期　１年生の冬休み、２年生の春休み、夏休み

・参加者　　１、２年生生徒

・費　用　　サービス利用料＋給食費

・申し込み　福祉課障害係　１２月、３月、７月の月初め

３、「相談面接会」
・目　的　　高等部卒業後のことなどについて、市や相談支援事業所が保護者とともに考える機会を持つ。

・内　容　　相談日を設け、市内相談支援事業所の相談支援担当が相談に対応する。

・実施時期　２年生の冬休み前、３年生の春休み

・参加者　　２、３年生保護者

・費　用　　無料

・申し込み　福祉課障害係　１１月、３月の月初め

· 以上の事業は市が企画するものであり、事業所見学、体験利用、相談面接は、随時でも受け付ける予定。必ずしもその学年じゃなければ利用できないというものではないので、いつでも福祉課及び市内相談支援事業所で相談対応する。

· 企業就労を目指す生徒のフォローは今後検討。

